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広報 2令和３年６月号

つ な ん じ か ん

新幹線でお届けします

JR 東日本と連携して実施された

首都圏への農産物の新幹線直送

津南産のシャクヤク約 1,800 本が

新幹線に積み込まれ

東京駅などの花屋４店舗に

直送し販売されました

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

●記事訂正について

先月号で掲載いたしました「かわらばん」の「むし歯のなかった子」で「半
はん

戸
ど

　津
りつ

」と掲載しましたが、正しくは「半
はん

戸
ど

　律
りつ

」でした。

訂正してお詫び申し上げます。
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くらしの防災

広報 4令和３年６月号

避
難

避
難

確
保

避
難

くらしの

防災
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

～
避
難
行
動
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
～

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
や
水
害

な
ど
の
災
害
。
い
ざ
と
い
う
時
に
あ
せ
っ
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
避
難
行
動
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
そ
も
そ
も
「
避
難
」
っ
て

　
　
　

何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

　

小
中
学
校
や
公
民
館
に
行
く
こ
と
だ
け
が

避
難
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
字
の
と
お
り
「
避
難
」
と
は
「
難
」

を
「
避
」
け
る
こ
と
で
す
。

　

下
図
の
よ
う
に
避
難
に
は
４
つ
の
行
動
が

あ
り
ま
す
。

行
政
が
指
定
し
た
避
難
場
所
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

立
退
き
避
難

安
全
な
ホ
テ
ル
旅
館
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

立
退
き
避
難

安
全
な
親
戚
・
知
人
宅
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

立
退
き
避
難

屋
内
安
全
確
保

　

自
ら
携
行
す
る
も
の

・
マ
ス
ク

・
消
毒
液

・
体
温
計

・
ス
リ
ッ
パ

　

…
な
ど

　

通
常
の
宿
泊
料
が
必
要
で
す
。
事
前

に
予
約
・
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。

※
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
安

全
か
ど
う
か
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

普
段
か
ら
災
害
時
に
避
難
す
る
こ
と

を
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
安

全
か
ど
う
か
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
以
下
の
「
３
つ

の
条
件
を
確
認
し
自
宅
に
い
て
も
大
丈

夫
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
土
砂
災
害
の
危
険

が
あ
る
区
域
で
は

立
退
き
避
難
が
原

則
で
す
。

「３つの条件」が確認できれば浸水の危険があっても自宅に留まり安全を確保することも可能です

家屋倒壊等氾濫想定
区域に入っていない

（入っていると…）
流速が早いため、木造建築は倒壊
するおそれがあります。
また、地面が削られ家屋は建物ご
と崩落するおそれがあります。

1 浸水深より居室は高い

（浸水深が…）
・0.5 ｍ未満… ……… １階床下浸水
・0.5 ｍ～３ｍ未満
　　………… １階床上～軒下浸水
・３ｍ～５ｍ未満
　　………… ２階床上～軒下浸水
・５ｍ～ 10ｍ未満
　　…… ３階床上浸水～４階軒下浸水

2 水がひくまで我慢でき、
水・食糧などの備えが十分

（十分じゃないと…）
水、食糧、薬等の確保が困難にな
るほか、電気、ガス、水道、トイ
レ等の使用ができなくなるおそれ
があります。

3



特集 くらしの防災

5 広報 令和３年６月号

避難行動判定フローを確認しましょ
う

※浸水の危険があっても、
①洪水により家屋が倒壊または

崩落してしまうお

それの高い区域の外側である

②浸水する高さよりも高いところ
にいる

③浸水しても水が引くまで我慢
できる、水・食糧な

どの備えが十分にある
場合は屋内安全確保（自宅に留

まり安全確保をす

ること）も可能です。

いいえ

いいえ

台風・豪雨時に備えて
ハザードマップと一緒に

あなたがとるべき避難行動は？
 必ず取り組みましょう

※ハザードマップは浸水や土砂
災害が発生するおそれの高い区

域を着色した地図です。着色さ
れていないところでも災害が

起こる可能性があります。ハザードマップ※で自分の家がどこ
にあるか確認し、

印をつけてみましょう。

安全な場所に住んでいて身を寄
せられる親戚や

知人はいますか？

安全な場所に住んでいて身を寄
せられる親戚や

知人はいますか？

ご自身または一緒に避難するかた
は、避難に時間

がかかりますか？

家がある場所に色が塗られていま
すか？

色が塗られていなくても、周りと比
べて低い土地や

崖のそばなどにお住いのかたは、
町が発令する避難

情報を参考に必要に応じて避難し
てください。

災害の危険があるので原則として
※、立退き避難

（自宅の外に避難）が必要です。

例外
はい

はい

はい いいえ

「警戒レベル３高齢者等避
難」が出たら、安全な親戚や
知人宅に避難しましょう。（日
頃から相談しておきましょう）

「警戒レベル３高齢者等
避難」が出たら、町が開
設する避難所に避難しま
しょう。

はい いいえ

「警戒レベル4避難指示」が
出たら、安全な親戚や知人
宅に避難しましょう。（日頃か
ら相談しておきましょう）

「警戒レベル4避難指示」
が出たら、町が開設する
避難所に避難しましょう。

Inform
ation

※
令
和
３
年
５
月
20
日
か
ら
「
避
難
勧
告
」
が
廃
止
さ
れ
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
で
「
避
難
指
示
」

が
発
令
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
本
紙
の
裏
表
紙
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
規
模
土
砂
災
害
を
想
定
し
た

　
　
　
　
　
　
　

合
同
防
災
訓
練

［ 

令
和
３
年
５
月
31
日
㈪ 

］

新
潟
県
総
合
防
災
訓
練

　
　
　
　
　
　

第
１
回
全
体
会
議

［ 

令
和
３
年
６
月
８
日
㈫ 

］

　

湯
沢
砂
防
事
務
所
の
主
催
で
大
規
模
土
砂

災
害
時
に
関
係
機
関
が
相
互
に
協
力
し
迅
速

か
つ
円
滑
に
対
応
す
る
能
力
を
高
め
る
た
め

に
、
同
時
多
発
的
な
土
砂
災
害
の
発
生
を
想

定
し
て
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

津
南
町
か
ら
は
、
町
長
、
副
町
長
、
各
課

長
、
防
災
担
当
が
参
加
し
、
発
災
時
の
対
応

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
㈰
に
開
催
予
定
の
令
和
３
年
度

新
潟
県
総
合
防
災
訓
練
。
今
年
度
は
津
南
町

を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

第
１
回
の
全
体
会
議
で
は
、
県
内
の
関
係

者
が
総
合
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
訓
練
内
容

な
ど
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

↑訓練はオンライン形式で開催されました

↑約 60 名の関係者が集まり意見を交わしました

津
南
町
防
災
取
り
組
み
情
報



広報 6令和３年６月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

新
潟
県
産
材
の
家
づ
く
り
支
援
事
業

～
県
産
材
を
使
っ
た
住
宅
建
築
へ
の
補
助
～

飲
食
関
連
事
業
者
等
を
対
象
と
し
た

「
新
潟
県
事
業
継
続
支
援
金
」

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

く
ら
し

　

７
月
７
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な

検
針
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　

７
月
７
日
㈬
か
ら
３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

ふ
る
さ
と
新
潟
で
育
っ
た
県
産
材
で
家
を

建
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象

　

県
産
材
を
利
用
し
た
、
県
内
で
居
住
の
た

め
に
建
築
す
る
新
築
住
宅
や
、リ
フ
ォ
ー
ム
、

増
改
築
を
行
う
住
宅
等
（
ア
パ
ー
ト
等
の
共

同
住
宅
や
住
宅
と
店
舗
を
併
用
す
る
物
件
を

含
む
）

※
県
産
の
畳
、
瓦
、
し
っ
く
い
塗
・
珪
藻
土

塗
に
よ
る
加
算
補
助
あ
り
。

■
補
助
額

　

１
棟
当
た
り
３
万
円
か
ら
最
大
54
万
円

■
申
込
締
切

　

令
和
４
年
２
月
28
日
㈪

※
申
込
み
の
受
付
は
先
着
順
で
、
予
算
額
に

　

達
し
た
時
点
で
募
集
終
了
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

南
魚
沼
地
域
振
興
局　

林
業
振
興
課

　

℡
０
２
５
‐
７
７
２
‐
８
２
６
２

ま
た
は
、
県
Ｈ
Ｐ
（「
新
潟
県
産
材
の
家

づ
く
り
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

新
潟
県
で
は
、
飲
食
店
の
売
上
減
少
に
よ

り
、
長
期
に
わ
た
り
厳
し
い
経
営
状
況
が
続

い
て
い
る
飲
食
関
連
事
業
者
等
（
飲
食
店
と

直
接
取
引
し
て
い
る
事
業
者
及
び
タ
ク
シ
ー

事
業
者
・
自
動
車
運
転
代
行
業
者
）
に
対

し
、
事
業
継
続
に
向
け
た
支
援
金
を
支
給
し

ま
す
。
制
度
の
詳
細
は
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額

○
県
内
で
単
独
店
舗
ま
た
は
事
業
所
を
経
営

す
る
事
業
者
20
万
円

○
県
内
で
複
数
店
舗
ま
た
は
事
業
所
を
経
営

す
る
事
業
者
40
万
円

■
受
付
期
間

　

６
月
１
日
㈫
か
ら
９
月
30
日
㈭

■
対
象
者

　

県
内
の
飲
食
店
と
直
接
か
つ
継
続
的
な
取

引
が
あ
り
、
県
内
に
本
社
ま
た
は
本
店
を
有

す
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主

■
支
給
要
件

　

事
業
者
全
体
の
売
上
高
に
つ
い
て
、
令
和

２
年
12
月
か
ら
令
和
３
年
８
月
ま
で
の
期
間

に
お
い
て
、
２
か
月
連
続
し
て
前
年
同
月
比

で
20
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
等

■
申
請
書
類

　

新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
て
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
入
手
が
難

し
い
か
た
は
観
光
地
域
づ
く
り
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

事
業
継
続
支
援
金
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
‐
２
４
８
‐
７
２
７
０

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
（
土
日
祝
日
除
く
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

７
月
１
日
か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
が
運
用

さ
れ
ま
す
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
と
は
聴
覚
障
が
い
者
が
、

い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
画
面
上
の
ボ
タ
ン
操
作
や
文
字

入
力
で
１
１
９
番
通
報
を
行
え
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

■
利
用
対
象

　

十
日
町
地
域
消
防
管
内
（
十
日
町
市
・
津

南
町
）
に
在
住
、
も
し
く
は
在
勤
の
聴
覚
障

が
い
者
な
ど
、
音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報

が
困
難
な
か
た
。
事
前
に
申
請
・
登
録
と
専

用
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部
通
信
指
令
室

　

℡
７
５
７
‐
０
１
１
９
（
代
表
）

　

７
月
１
日
か
ら
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

が
運
用
さ
れ
ま
す
。

　

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
手
話
・
文
字
と
音
声
を
通
訳
し
、
聴

覚
障
が
い
者
等
と
聞
こ
え
る
人
を
24
時
間
・



7 広報 令和３年６月号

３
６
５
日
、
電
話
で
双
方
向
に
つ
な
ぐ
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

■
日
常
で
の
使
わ
れ
方
の
例

・
警
察
や
消
防
へ
の
緊
急
通
報

・
医
療
機
関
な
ど
へ
の
予
約
の
連
絡

・
親
族
や
友
人
、
勤
務
先
、
学
校
な
ど
へ
の

連
絡

■
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
と

　

今
後
、
職
場
や
自
宅
で
電
話
リ
レ
ー
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
電
話
を
受
け
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
「
電
話
リ

レ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
す
」と
名
乗
り
ま
す
の
で
、

拒
否
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
財
団
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス　

　

℡
０
３
‐
６
２
７
５
‐
０
９
１
０

　

FAX
０
３
‐
６
２
７
５
‐
０
９
１
３

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁

護
士
さ
ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記

開
催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
達
し
し
だ
い
、

締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日　

原
則
毎
月
第
２
水
曜
日

※
今
後
３
か
月
の
開
催
予
定
日

　

７
月
14
日
㈬
、
８
月
18
日
㈬
、

　

９
月
８
日
㈬

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
（
７
・
８
月
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階

■
相
談
内
容

　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動
産
、
交
通

事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、
家
庭
内

ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ

ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

相
　
談

弁
護
士
に
よ
る
無
料「
法
律
相
談
」

山
に
入
る
際
は

ク
マ
注
意

　

行
楽
や
山
菜
取
り
な
ど
山
に
入
る
際

は
ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
特
に
次

の
点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
単
独
行
動
は
避
け
て

　
　
　
　
　
　
　

複
数
で
行
動

●
ク
マ
が
出
没
し
た
場
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ェ
ッ
ク

●
作
業
中
は

　
　
　

こ
ま
め
に
周
囲
を
確
認

●
子
グ
マ
を
見
た
ら
立
ち
去
る

●
ク
マ
を
刺
激
し
な
い

●
鈴
・
ラ
ジ
オ
な
ど

　

音
の
鳴
る
物
や

　

ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
携
行

ク
マ
の
目
撃
情

報
な
ど
は
「
津

南
町
防
災
メ
ー

ル
」
で
配
信
し

て
い
ま
す
。



Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

広報 8令和３年６月号

 コロナ禍でも元気いっぱいに
— ５月22日・29日　上郷小学校・芦ヶ崎小学校 —

 人権について考える
— ６月９日　津南小学校 —

　津南小学校の２年生を対象に実施された人権教室。
「人権ドリル」では「こんなとき、キミならどうする？」
という問いかけに対し自分の考えをみんなが積極的に
答えていました。
　また、「白い魚とサメの子」を視聴し、命は平等であ
ること、思いやりの心、助け合う大切さを学びました。
　子どもたちからは「仲間はずれをすることはいけな
いことがわかった」「お話が面白かった」などの感想が
出ました。

　日本郵便様より津南町の「雪下にんじん」「ひまわり
畑」「カサブランカ」の絵柄の絵はがきを各 500 枚ず
つ寄贈いただきました。役場の正面玄関にて無料配布
しています。

　上郷小学校はよさこい、芦ヶ崎小学校は龍神太鼓を
オープニングに始まった運動会。コロナ禍で午前中の
みの短縮開催となりましたが、みんな元気に競技に参
加していました。

↑みんなで人権の授業に積極的に参加しました

↑人権擁護委員の小林さん・本山さん・高橋さん・山田さん（左から）

↑日本郵便物販サービス取締役会長の青木様（中央左）より手渡されました

↑精一杯走った上郷小学校の徒競走

↑芦ヶ崎小学校のダンス×玉入れ競技「ダンシング玉入れ」

 絵はがきで町のＰＲを
— ５月26日　町長室 —
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６
月
３
日
に
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
設
立

検
討
の
た
め
の
委
員
会
が
開
か
れ
、
今
年
度

行
う
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
こ
の

検
討
委
員
会
は
令
和
２
年
度
に
２
回
行
わ

れ
、
今
回
が
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

前
回
に
行
わ
れ
て
か
ら
少
し
時
間
が
経
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で

２
回
行
わ
れ
た
検
討
会
で
出
て
き
た
課
題

（
人
材
、
財
源
、
津
南
ら
し
い
観
光
の
あ
り

方
や
ジ
オ
パ
ー
ク
の
観
光
活
用
な
ど
）
に
つ

い
て
、
改
め
て
内
部
で
検
討
・
調
整
が
必
要

だ
っ
た
為
で
す
。

　

内
部
検
討
を
行
っ
た
結
果
と
、
３
月
に
町

の
第
６
次
総
合
振
興
計
画
が
ま
と
ま
っ
た
こ

と
で
、
改
め
て
令
和
３
年
度
に
取
り
組
む
課

題
に
つ
い
て
下
記
の
図
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

会
議
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
検
討
委

員
の
皆
様
か
ら
は
、
法
人
設
立
に
向
け
て
、

で
き
る
こ
と
か
ら
活
動
を
進
め
て
い
こ
う

と
い
う
前
向
き
な
ご
意
見
が
多
く
出
ま
し

た
。
活
気
の
あ
る
津
南
と
な
る
た
め
に
、

津
南
な
ら
で
は
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
や
情
報
発
信
を
さ
ら
に
具
体
化
し
て
い

き
ま
す
。

　

津
南
町
総
合
振
興
計
画
は
、
昭
和
46
年
度

に
「
第
１
次
津
南
町
総
合
振
興
計
画
」
を
策

定
し
て
以
来
、
10
年
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
10
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
計
画
を
策
定
し
て
き
ま

し
た
。
本
計
画
は
「
希
望
と
愛
、
参
加
で
き

る
ま
ち
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
策
定
委
員

（
町
民
及
び
団
体
代
表
）
と
と
も
に
策
定
し

た
長
期
的
な
展
望
の
計
画
で
す
。
今
年
の
３

月
に
第
６
次
総
合
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
、

計
画
内
に
D
M
O
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.tow
n.tsunan.niigata.jp/

soshiki/som
u/zenkikeikaku.htm

l

　

こ
れ
か
ら
の
旅
の
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
形

で
津
南
の
魅
力
が
し
っ
か
り
つ
た
わ
る
も
の

に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
い
い
か
。検
討
、

実
践
を
す
る
場
を
作
り
、
魅
力
的
な
コ
ン
テ

ン
ツ
の
開
発
に
つ
な
げ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
役
場
観
光
地
域
づ
く
り
課

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
室　

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て

津
南
ら
し
い
旅
の
検
討
に
つ
い
て

Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
室
だ
よ
り

D
M
O
推
進
室
が

令
和
３
年
度
に
取
り
組
む
内
容

津南町のDMOの役割とは？

４つの課題

今やるべきこと

　来訪者にこの地にある文化を「異日常の体験」として提供し、子どもやお年寄りとの交流をとおして、
町全体の活性化につなげる。
そのために、
◆広域での連携も視野に入れつつ、つなん型の定義を含め、科学的アプローチによる戦略の策定
◆地域の自然と資源情報を集約し、魅力ある商品の開発
◆一元的な情報発信と受け入れ窓口の整備
◆地域の自然と資源の保護活動が持続して行われる仕組みづくり（活動を支える基金の設置）
◆これらを実行力ある組織として進めていくための合意形成の場
◆計画を遂行していくための人材と安定した財源　　　　　　　　　　　　　等を決める必要があります。

◆ブランドコンセプトの検討・策定　　　　　　　　　◆つなん型ツーリズムの検討・実践・改善
◆情報を一元化したワンストップ窓口の運営・改善　　◆滞在プログラムの造成・改善・販売
◆保全と観光の両立
◆平場の議論の場、ＷＧの企画・運営のほか、
　ふるさと納税の管理運営顧客データの収集・分析人材育成・ガイドの高度化

●地域資源・文化の保存と活用方法
●地域づくりを推進する体制
●情報の集約、発信の手段や方法
●観光動向分析と受入れ体制不足

●津南町第６次総合振興計画
●未来会議提言書
●ＤＭＯの登録要件

ＤＭＯ設立に向けた基礎計画



いきいき
大好き
津南町
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毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」
と
定
め
ら
れ
、

食
育
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
健
全
な
食
生

活
を
実
践
す
る
人
を
育
て
る
食
育
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
「
食
育
」
っ
て
何
？

　

食
育
と
は
、様
々
な
経
験
を
通
じ
て
、「
食
」

に
関
す
る
知
識
と
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
「
食
」

を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
、
健
全
な
食
生

活
を
実
践
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
で
す
。

■
「
食
育
の
日
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

食
育
の
「
い
く
」
に
合
わ
せ
、
毎
月
19
日

を
「
食
育
（
し
ょ
く
い
く
）
の
日
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
津
南
町
に
お
い
て
平
成
28
年
度

実
施
の
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
、「
食
育
の
日
」
を
知
っ
て
い
る
人
は

５
割
と
低
く
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
人
が
多

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

…

こ
れ
か
ら
も
食
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
保
育
園
・
学
校
・
飲
食
店
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
「
食
育
の
の
ぼ

り
旗
」
を
掲
げ
、
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

■
家
族
み
ん
な
で

　
　
　
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

　

津
南
町
は
、
早
寝
・
早
起
き
の
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
、
子
ど
も
も
大
人
も
家
族
み
ん
な

が
朝
食
を
食
べ
る
な
ど
、
よ
い
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

就
寝
・
起
床
時
間
が
遅
い
と
、
生
活
リ
ズ

ム
が
崩
れ
、
朝
食
の
欠
食
な
ど
の
不
規
則
な

食
生
活
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

と
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
小
中
学

校
で
は
早
寝
・
早
起
き
・
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
生
活
リ
ズ
ム
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
朝

ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
で
健
康
な
か
ら
だ
を

つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
「
津
南
ヘ
ル
ス
チ
ャ

レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」（
図
１
）
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
で
も
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
は
ん
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
取
り
組
み
結
果
で
は
、
小
学

校
の
早
寝
・
朝
ご
は
ん
の
目
標
達
成
率
は
約

60
％
、
メ
デ
ィ
ア
時
間
は
約
80
％
で
し
た
。

中
学
校
の
目
標
達
成
率
は
、
全
て
約
60
％
で

し
た
。

　

今
後
も
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
と
食
習

慣
を
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
に
、
家
族
み
ん

な
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

津
南
町
で
は
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
人

の
割
合
が
20
代
・
30
代
の
若
い
世
代
で
高
い

傾
向
で
す
。「
時
間
が
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」

な
ど
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
朝
ご
は
ん
は
こ
れ
か
ら
１
日
活
動
す
る

た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
大
切
な

食
事
で
す
。

　

食
べ
る
習
慣
の
な
い
人
は
、
お
に
ぎ
り
１

個
、
み
そ
汁
１
杯
、
バ
ナ
ナ
１
本
な
ど
か
ら

で
も
良
い
の
で
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
る
こ
と
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
続
く

た
め
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
も
「
食
育
」
は
大
切
で
す
。

　

み
ん
な
で
食
育
を
す
す
め
、
丈
夫
な
体

を
作
り
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
で
、
一

人
ひ
と
り
が「
元
気
」で「
笑
顔
の
あ
る
」「
輝

い
て
い
る
町
」
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

６
月
は

 

「
食
育
月
間
」

　
　
　
　
　

で
す
！

≪食育ののぼり旗≫

図１ ≪津南ヘルスチャレンジカード≫

～
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る

　
　
　
　
　
　
　

メ
リ
ッ
ト
～

①
集
中
力
・
記
憶
力
が
ア
ッ
プ

…
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
で
脳

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
行
き
渡
り
、
集

中
力
や
記
憶
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
す
。

②
体
温
を
上
げ
、
基
礎
代
謝
も
向
上

…
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
体
内
の

様
々
な
器
官
が
活
動
を
始
め
て

体
温
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

代
謝
も
上
が
っ
て
太
り
に
く
い

か
ら
だ
に
な
り
ま
す

③
体
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る

…
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
で
寝

起
き
の
か
ら
だ
（
臓
器
）
が
目

を
覚
ま
し
ま
す
。

④
便
秘
予
防

…
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
っ
て
腸
の
ぜ
ん
動
運
動
が
活

発
に
な
り
、
排
便
を
促
し
ま
す
。

今月は
桑原 世奈

栄養士
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マスコットキャラクターロバ隊長の
「認知症サポーターステッカー」

感染症対策をして開催します！

　

高
齢
化
率
40
％
を
超
え
る
津
南
町

に
お
い
て
、
認
知
症
は
と
て
も
身
近

な
病
気
で
す
。

　

認
知
症
が
あ
っ
て
も
、
皆
さ
ん
地

域
の
中
で
生
活
し
て
お
り
、
買
い
物

に
行
っ
た
り
、
お
金
を
下
ろ
し
た
り
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
り
も
し

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
も
し
あ
な
た
の
前

に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
…
。

　

認
知
症
の
か
た
や
そ
の
家
族
が
安

心
し
て
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
認
知
症
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
適
切
な
対
応
は
、
認
知
症
の

か
た
や
家
族
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

  もしあなたの前に
　　  困っている人がいたら

町では、認知症のかたや家族が安心して暮らせるまちづくりを目指して、
　　　　「 認知症サポーター養成講座 」を開催しています。

「認知症サポーター養成講座」とは？
　全国で進む高齢化に対し、認知症のかたや家族が住みやす

いまちをつくることを目的に、住民が講座の受講を通して「認

知症」への理解を深め、正しい対応ができるようになることを

ねらいとしています。

　受講者には「認知症サポーターカード」が交付され、サポー

ターのいる企業や団体等には、申請すると「認知症サポーター

ステッカー」や「ロバ隊長ぬいぐるみ」が県より送られます。

認知症サポーターとは？
　「なにか」特別なことをする人ではありません。認知症の

人やその家族の「応援者」です。認知症を正しく理解し、偏

見を持たず、認知症の人や家族に対して温かい目で見守る

ことがスタートです。

　集落での集まりや、銀行・郵便局などの企業、病院、介護施設、小・中学校など、

要望に応じてさまざまな場で講座を開催します。

　ご要望があれば津南町地域包括支援センターまでお気軽にご相談ください。

津南町地域包括支援センター　765-5455

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症
見守りキャラクター

にんこっこ

だ

ん
だんどうも！
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津
南
町
で
は
農
産
物
等
の
販
売
促
進
を
す

る
た
め
、
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
事
業
の
検
討

を
し
て
い
ま
す
。

　

農
産
物
等
の
販
売
促
進
に
向
け
て
情
報
発

信
の
強
化
を
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築
及
び
通
販
サ
イ
ト
へ

の
登
録
に
係
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　

農
業
者
の
か
た
や
農
業
法
人
な
ど
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
新
規
作
成
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
補
助
し

ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
、
農
業

法
人
、農
業
者
３
戸
以
上
で
組
織
す
る
団
体
、

集
荷
業
者
、
加
工
品
や
特
産
品
等
の
製
造
・

販
売
業
者

■
補
助
対
象
経
費

　

次
の
い
ず
れ
か
の
経
費

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
規
作
成
に
係
る
経
費

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
係
る

　

経
費

　

農
業
者
の
か
た
や
農
業
法
人
な
ど
が
、

通
販
サ
イ
ト
に
農
産
物
等
を
登
録
す
る
際

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
補

助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
、
農
業

法
人
、農
業
者
３
戸
以
上
で
組
織
す
る
団
体
、

集
荷
業
者
、
加
工
品
や
特
産
品
等
の
製
造
・

販
売
業
者

■
補
助
対
象
経
費

　

通
販
サ
イ
ト
に
農
産
物
等
を
登
録
す
る
際

に
係
る
経
費
（
出
店
・
出
品
登
録
料
や
商
品

紹
介
ペ
ー
ジ
制
作
費
用
等
）

※
す
で
に
出
店
し
て
い
る
通
販
サ
イ
ト
に
追

加
で
登
録
す
る
場
合
は
、
そ
の
追
加
登
録

に
係
る
経
費
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
は
１
者
に
つ
き
１
通
販
サ
イ
ト
ま
で

と
な
り
ま
す
。

※
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
へ
の
登
録
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

※
月
額
料
金
や
売
り
上
げ
に
伴
う
費
用
（
販

売
手
数
料
・
決
済
手
数
料
、
送
料
等
）
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
金
額
等

　

定
額
補
助
、
上
限
20
万
円

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

■
交
付
要
件

　

津
南
産
の
農
産
物
等
を
通
販
サ
イ
ト
に
登

録
す
る
こ
と
。

■
事
業
対
象
期
間

　

４
月
23
日
㈮
～
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪

■
申
請
受
付
期
間

　

申
請
は
随
時
受
付
し
ま
す
が
、
申
請
額

が
予
算
額
を
上
回
る
場
合
は
募
集
を
停
止

し
ま
す
。

■
申
請
書
等

　

申
請
書
様
式
等
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く

か
、
農
林
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
補
助
金
額
等

①
新
規
作
成

　

８
割
以
内
、
上
限
１
０
０
万
円

②
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

８
割
以
内
、
上
限
50
万
円

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
る
た
め
、

申
請
額
の
総
額
に
よ
っ
て
は
補
助
率
が
下

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
は
１
者
に
つ
き
１
回
ま
で
と
な
り
ま

す
。

■
交
付
要
件

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
の
津
南
産
農
産
物
等

の
販
売
が
可
能
な
内
容
と
す
る
こ
と
。

■
事
業
対
象
期
間

　

４
月
23
日
㈮
～
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪

■
申
請
受
付
期
間

　

８
月
31
日
㈫
ま
で

■
申
請
書
等

　

申
請
書
様
式
等
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く

か
、
農
林
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

農
業
振
興
に
係
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
構
築
支
援
事
業
補
助
金

農
産
物
等
通
販
サ
イ
ト

　
　
　
　
登
録
支
援
事
業
補
助
金

～
農
産
物
等
の
販
売
促
進
～

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
書
等
提
出
先

　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

情
報
発
信
強
化
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LINE 公式アカウント

津南町の農業情報をいち早くGETしよう‼

友だち登録は下記のQR コードから‼

あぐり情報つなん

台風〇〇号接近中！
△月□日
スマート農業研修会開催！

農
業
委
員
会
の
窓

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
４
月
〕

　

６
日　

企
画
会
議

　

26
日　

第
10
回
総
会

〔
５
月
〕

　

25
日　

第
11
回
総
会

…【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
６
月
〕

　

22
日　

津
南
町
農
業
公
社
理
事
会

　

24
日　

市
町
村
農
業
委
員
会　

　
　
　
　

会
長
会
議

　

25
日　

第
12
回
総
会

農
業
委
員
会
の

　  

主
な
動
き

↑活動中に遊休農地を発見

現況届は忘れずに提出しましょう!

農業者年金
受給者の皆さん

　今年5月末、農業者年金基金から「現況届」の用紙
が農業者年金受給者の皆さんへ送付されております。
　まだ、お手元にあるかたは必要事項を記入の上、
津南町農業委員会事務局まで忘れずに提出しま
しょう。

経営移譲年金（特例付加年金）を
受給されている皆さんへ
　経営移譲年金を受給されているかたが提出する
現況届には、右のような質問があります。
　回答に「はい」がある場合は現在の状況をお聞き
することがあります。状況によっては支給停止の可
能性がありますのでお気を付けください。
　不明な点がある場合は、津南町農業委員会事務
局までご連絡ください。
津南町農業委員会事務局　TEL 765-5583

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
！

　

毎
年
７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
管
内
の
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の

目
的
は
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
（
遊
休
農

地
）
の
把
握
や
農
地
の
違
反
転
用
の
早
期
発
見
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
担
当
地
域
を
回
り
、
一
筆
ご
と
目
視

で
確
認
し
、
各
農
地

を
パ
ト
ロ
ー
ル
い
た

し
ま
す
。
農
地
の
場

所
に
よ
っ
て
は
、
敷

地
内
に
立
ち
入
る
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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農
業
の

知
識

豆

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡：765-3115

　

さ
て
、
こ
の
数
字
は
何
の
数
字
を
表
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
１
年
間
で
「
あ

る
こ
と
」
が
増
え
た
数
字
で
す
。

　

こ
の
数
字
は
、
昨
年
度
新
た
に
農
業
用

ド
ロ
ー
ン
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、
町

の
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
補
助
を
受
け
た
人
数

で
す
。

　

津
南
町
で
は
令
和
２
年
度
か
ら
２
年
間
、

ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
露

地
野
菜
（
雪
下
に
ん
じ
ん
・
加
工
用
キ
ャ
ベ

ツ
）
の
省
力
化
や
生
産
性
向
上
を
図
り
、
津

南
町
の
園
芸

産
地
づ
く
り

を
進
め
て
い

く
取
り
組
み

で
す
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の

普
及
に
向
け
て
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
導
入
」「
農
業
用
ド
ロ
ー

ン
免
許
取
得
」
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

　

こ
ん
に
ち
は
。三
箇
地
区
担
当
の
森
瑞
絵

で
す
。

　

長
い
冬
が
通
り
過
ぎ
、空
き
家
に
越
し

て
初
め
て
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。数
年
誰

も
住
ん
で
い
な
か
っ
た
家
の
庭
先
に
、雪
解

け
と
共
に
現
れ
た
の
は
紫
色
の
ク
ロ
ッ
カ
ス
。

き
っ
と
去
年
も
、そ
の
前
の
年
も
、人
知
れ

ず
咲
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。今

年
は
私
が
見
つ
け
て
あ
げ
た
よ
！
そ
ん
な

気
持
ち
で
、今
年
の
春
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

5
月
に
入
り
、私
が
書
い
て
い
る「
お
ら

ほ
の
た
よ
り
」を
集
落
の
お
宅
へ
配
っ
て
い

た
日
の
こ
と
。む
し
ろ
に
干
さ
れ
た
ぜ
ん
ま

い
が
あ
っ
ち
に
も
、こ
っ
ち
に
も
。少
し
歩
け

ば
ま
た
、せ
っ
せ
と
ぜ
ん
ま
い
を
揉
ん
で
い

る
地
域
の
か
た
が
。皆
さ
ん
口
を
そ
ろ
え
て
、

「
処
理
が
手
間
な
ん
だ
～
」と
言
い
な
が

ら
も
、カ
ラ
っ
と
乾
き
そ
う
な
天
気
に
嬉
し

そ
う
な
様
子
。そ
う
い
え
ば
初
め
て
新
潟
へ

訪
れ
た
際
も
、外
で
ぜ
ん
ま
い
を
干
す
ご
家

庭
を
み
つ
け
て
、物
珍
し
く
、し
ば
ら
く
見

入
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
1
週
間
も
経
つ
と
、田
ん
ぼ
の

代
搔
き
を
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
の
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
時
期
を
逃

す
ま
い
と
雨
の
中
で
も
田
植
え
を
進
め
る

か
た
、線
引
き
の
道
具
を
使
っ
て
じ
っ
く
り

と
植
え
る
方
向
を
定
め
る
か
た
、周
り
の
草

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

刈
り
を
丁
寧
に
行
う
か
た
。日
々
色
濃
く

な
る
山
々
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、皆
さ
ん
の

暮
ら
し
も
忙
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
れ

で
い
て
、そ
の
忙
し
さ
を
豊
か
な
自
然
が
お

お
ら
か
に
包
み
こ
ん
で
い
る
よ
う
に
も
感

じ
ま
す
。

　
「
四
季
」は
自
然
か
ら
感
じ
る
も
の
。当
た

り
前
の
よ
う
に
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。で

す
が
三
箇
で
一
年
暮
ら
し
て
い
る
と
、皆
さ

ん
の〝
暮
ら
し
ぶ
り
〟か
ら「
四
季
」を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
大
き
な
発

見
で
す
。こ
の
事
は
き
っ
と
、あ
る
家
庭
だ

け
が
自
然
と
共
に
あ
る
暮
ら
し
を
し
て
い

て
も
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
、あ
っ
ち
で
も
、

こ
っ
ち
で
も
、地
域
に
同
じ
光
景
が
広
が
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
た
も
の
。保
育

士
を
し
て
い
た
頃
は
、「
季
節
に
沿
っ
た
活

動
」と
い
え
ば
、そ
の
時
期
の
草
花
、食
材
な

ど
ば
か
り
に
目
を
向
け
て
い
ま
し
た
。今
で

は
、人
々
の
暮
ら
し
方
も
季
節
を
感
じ
さ

せ
る
一
つ
の
要
素
と
な
り
、そ
の
よ
う
に
私

自
身
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

こ
こ
に
住
ん
で
得
た
大
き
な
財
産
の
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　

さ
て
、私
も
干
し
た
ぜ
ん
ま
い
を
戻
し
、

筍
の
ア
ク
抜
き
を
始
め
る
と
し
ま
す
！

↑農薬散布用のドローン
　ドローンで農薬散布を行う場合には
　決められた検定を受ける必要があります

昨年度の町内導入実績
・防除ドローン… ……… 15機
・ラジコン除草機… …… ２台
・直進アシスト田植え機
　……………………… 1機
・可変施肥田植え機… … 1機
・ドローンライセンス取得
　………………………26名
・キャベツ機械化一貫体系
　…………………… ２法人

ライセンス取得費用を助成します。
■補助額　一律５万円
■定　員　先着20名
■対象条件
　・町の住所を有する農業者
　…（満16歳以上）
　・講習受講後にドローンの
産業パイロット教育機関
が発行する認定証の提示　
が必要です。

スマート農業機械等の導入費
用を助成します。
■対象経費
　スマート農業機械等（機械
化一貫体系含む）の導入費用
■助成限度額
　対象経費の10％
■その他
　申請には様々なケースが想
定されるため、検討されている
かたは担当へご連絡ください。

「 

26 

」
農業用ドローン操作

ライセンス取得費補助
スマート農業
加速化事業
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商
品
名

　

豪
雪
物
語
ど
ぶ
ろ
く

　
（
農
家
民
宿
と
う
ふ
屋 

石
沢
酒
造
場
）

　

苗
場
山
麓
で
は
、
火
山
活
動
や
地
殻
変
動

な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
、
特
殊
な
地
形
が
誕
生

し
ま
し
た
。
ま
た
、８
０
０
０
年
前
か
ら
は
、

日
本
海
に
対
馬
暖
流
が
流
れ
込
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
苗
場
山
麓
に
た
く
さ
ん
の
雪
が
降
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
地
と
雪
を
源
と
す
る
豊
富
で
清
ら

か
な
水
と
気
候
が
美
味
し
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

育
て
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
然
の
贈
り
も
の
を

原
料
に
作
っ
て
い
る
の
が
「
豪
雪
物
語
ど
ぶ

ろ
く
」
で
す
。
四
季
が
は
っ
き
り
と
し
て
い

る
こ
の
地
域
で
は
、
同
じ
お
酒
で
も
季
節
に

よ
っ
て
味
わ
い
が
違
い
ま
す
。
悠
久
の
時
間

（
と
き
）
が
つ
く
り
上
げ
た
大
地
の
恵
み
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
一
杯
で
す
。

　

７
号
に
渡
り
紹
介
し
て
き
ま
し
た
「
大
地

の
た
か
ら
も
の
」
に
は
、
現
在
13
品
が
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
認
定
に
は
、「
苗
場
山
麓

の
地
質
・
地
形
・
気
候
・
生
態
系
と
、
人
々

の
暮
ら
し
の
つ
な
が
り
を
語
れ
る
商
品
」で
、

か
つ
次
の
①
か
ら
④
に
２
つ
以
上
あ
て
は
ま

る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
エ
リ
ア
内
で
産
出
・
生
産
さ
れ
た
原
料
を

一
部
に
使
っ
て
い
る
商
品

②
地
形
を
真
似
る
な
ど
ジ
オ
サ
イ
ト
を
想
起

さ
せ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
の
商
品

③
ジ
オ
サ
イ
ト
も
し
く
は
そ
れ
に
関
連
す
る

写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、
名
称
等
を
主
た
る
デ

ザ
イ
ン
や
商
品
名
に
使
用
し
て
い
る
商
品

④
製
造
の
最
終
工
程
が
エ
リ
ア
内
の
工
場
や

工
房
、
食
堂
等
で
制
作
さ
れ
た
商
品

　

苗
場
山
麓
の
風
土
と
歴
史
、
皆
さ
ん
の
ア

イ
デ
ィ
ア
が
生
ん
だ
、
こ
こ
に
し
か
な
い
商

品
に
は
、
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
つ
ま
っ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
も
ま
ま
な
り
ま
せ

ん
が
、
家
族
や
自
分
に
、
遠
く
の
親
戚
や
友

達
に
ち
ょ
っ
と
し
た
楽
し
み
と
し
て
苗
場
山

麓
の
大
地
の
た
か
ら
も
の
を
贈
っ
た
り
、
食

べ
に
で
か
け
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
産
品
紹
介

「
大
地
の
た
か
ら
も
の
」
⑦

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク 

認
定
商
品

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
５
月
26
日
㈬
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
に
は
毎
回
、身
体

の
状
態
を
測
定
で
き
る【
Ｉ
ｎ…

Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ

測
定
会
】を
行
い
、ご
自
身
の
健
康
状
態
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。身
体
の
状
態
を
数
値

化
す
る
こ
と
で
健
康
に
対
す
る
取
り
組
み

方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、そ
の
後
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
専
門
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
無
理
な
く
身
体
を
動

か
し
ま
す
。

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
今
後
、６
月
～
１
月
ま
で
の

毎
月
第
４
水
曜
日
に
事
業
を
継
続
し
て
開
催

し
ま
す
。津
南
町
役
場
を
発
着
と
し
て
、い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
に
歩
き
に
行
き
ま
す
。お
仲

間
を
誘
っ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

■
日　

時

　

６
月
23
日
～
１
月
26
日
ま
で
の

　

毎
月
第
４
水
曜
日（
全
８
回
）

■
対　

象

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
興
味
が
あ
る
か
た

■
参
加
費

　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　

２
２
０
円

　

非
会
員　
　
　

３
３
０
円

■
内　

容

　

Ｉ
ｎ…

Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
測
定
会

　
（
身
体
の
測
定
）

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
お
申
し
込
み

　

各
回
、開
催
日
の
２
日
前
ま
で

【
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

　
　
　
　
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

！！

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

　
　
　
参
加
者
を
随
時
募
集
し
ま
す
。お問い合わせ・お申し込みはNPO法人Tap（町総合センター内　℡765‐5776）まで

中津川運動公園の外周を参加者と
ウォーキング

In Body測定会のようす
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『オリンピックに反対する側の論理』
… …………………………………………………………………………………………… 作

さく

品
ひん

社
●『コロナ危機と未来の選択』……………………コモンズ
●『公共政策の中のスポーツ』……………………晃

こう

洋
よう

書房
●『農民家族経営と「将来性のある農業」』
… ………………………………………………………………………………………筑

つく

波
ば

書房
●『烏百花』… ………………………………………………………………阿

あ

部
べ

智
ち

里
さと

●『小説8050』………………………………………………………林
はやし

真
ま

理
り

子
こ

●『破天荒』… ………………………………………………………………高
たか

杉
すぎ

　良
りょう

●『悪の芽』… ………………………………………………………………貫
ぬく

井
い

徳
とく

郎
ろう

【子どもの本】 
●『莉緒と古い鏡の魔法』… ……………………………香

こう

坂
さか

理
り

作
さ

●『５分後に絆のラスト』… …………………………エプリスタ
●『ストップ！SNSトラブル』…………………………… 汐

ちょう

文
ぶん

社
しゃ

●『ハーフってなんだろう？』………………………… 平
へい

凡
ぼん

社

【絵本】 
●『あまがえるのぼうけん』… ……………たてのひろし
●『クリフォード』………ノーマン・ブリットウェル
●『パーンツ！』……………………………………………藤

ふじ

本
もと

ともひこ
●『だれのごはんかな？』………………………きのしたけい

　

本
年
も
、は
や
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
お
り
、夏
至
も
過
ぎ
、日
の
長
さ
が

う
れ
し
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。時
が
た
つ
の
は
早
い
で
す
ね
。皆

様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

梅
雨
の
時
期
、お
家
で
じ
っ
と
し
て

い
る
の
も
退
屈
で
す
。そ
ん
な
時
は
読

書
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。そ
の
際
に
は

ぜ
ひ
公
民
館
図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。毎
月
新
刊
も
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

・・・ 

初
の
移
動
図
書
室
を
終
え
て
・・・

　

５
月
６
月
と
初
め
て
の
移
動
図
書
室

ひ
ま
わ
り
号
を
終
え
ま
し
た
。初
め
て
の

こ
と
で
色
々
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、な

ん
と
か
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

移
動
図
書
室
を
行
う
に
あ
た
っ
て
訪

れ
た
こ
と
の
な
い
集
落
や
場
所
を
回
っ

て
、津
南
町
の
自
然
を
あ
ら
た
め
て
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、「
や
っ
ぱ
り
津

南
町
っ
て
い
い
な
ぁ
」と
感
慨
深
く
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
四
季
に
よ
っ
て

移
り
変
わ
る
景
色
を
見
る
の
が
楽
し
み

で
す
。ま
た
、町
内
の
保
育
園
や
小
学
校

に
訪
れ
て
可
愛
い
子
ど
も
た
ち
と
触
れ

合
っ
て
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。子
ど
も

た
ち
の
借
り
る
本
の
中
に
は
恐
竜
の
絵

本
だ
っ
た
り
、有
名
シ
リ
ー
ズ
の
文
庫
本

だ
っ
た
り
と
私
の
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る

本
も
あ
り
、ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
は
毎
月
町

内
の
福
祉
施
設
や
保
育
園
、小
学
校
等

の
25
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
回
り
ま
す
の
で

皆
様
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・・・
新
刊
購
入
の
楽
し
さ
と
難
し
さ
・・・

　

５
月
６
月
の
公
民
館
図
書
室
に
導
入

す
る
新
刊
を
私
な
り
に
選
ん
で
み
ま
し

た
。毎
月
多
く
の
本
が
出
版
さ
れ
て
お

り
、選
り
取
り
見
取
り
な
状
態
で
な
か

な
か
甲
乙
つ
け
が
た
い
本
ば
か
り
で
す
。

特
に
人
気
の
あ
る
小
説
に
つ
い
て
は
常

に
何
を
買
お
う
か
迷
い
ど
こ
ろ
で
す
。

ま
た
私
の
興
味
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
産
業

や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
の
本
も
少

し
導
入
し
て
み
ま
し
た
。皆
様
も
興
味

が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。皆
様
か
ら

の
新
刊
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

・・・
お
知
ら
せ
・・・

　

津
南
町
公
民
館
の
一
階
ホ
ー
ル
は
た

だ
い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

図
書
室
は
通
常
通
り
開
室
し
て
お
り
ま

す
の
で
気
兼
ね
な
く
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

駐
車
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、公
民
館

利
用
者
用
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
雑
い
た
し

ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。皆
様
の

ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
休
館
日　

6
月
28
日
㈪
、
7
月
26
日
㈪

境界線

　宮城県警捜査一課を舞台に、東日本大震災
による行方不明者と個人情報ビジネスという復
興の闇。震災で引かれた “ 境界線 ” に翻弄さ
れる人々の行く末は果たしてどうなるのか？
　慟哭必至の骨太社会派ヒューマンミステリー
小説です。

中
なか

山
やま

七
しち

里
り

広報ライブラリー
今月の１冊

６月 −水
み

無
な

月
づ き

−

６月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

鎌か
ま

を
持も

ち
草く

さ

刈か

り
す
る
も
い
つ
の
ま
に
か

鎌か
ま

置お

き
両り

ょ
う

手て

で
草く

さ

む
し
り
お
り…

北
村
ま
さ
子

梅つ

雨ゆ

時ど
き

に
大お

お

降ぶ

り
の
後あ

と

の
信し

濃な
の

川が
わ

増ふ

え
る
水み

ず

嵩か
さ

に
恐お

そ

れ
を
い
だ
く…

小
島
香
代
子

思し

春し
ゅ
ん

期き

の
吾あ

を
抱だ

き
し
め
る
母は

は

の
腕う

で

を

厭い
と

い
し
が
今い

ま

は
感か

ん

謝し
ゃ

も
て
想お

も

う…

江
村
大
輔

フ
キ
味み

噌そ

を
熱あ

つ

熱あ
つ

ご
飯は

ん

に
載の

せ
て
食は

む

広ひ
ろ

が
る
苦に

が

味み

に
春は

る

を
感か

ん

じ
て…
津
端
恵
子

音お
と

た
て
て
橅ぶ

な

の
林は

や
し

を
渡わ

た

り
く
る

六ろ
く

月が
つ

の
雨あ

め

は
真ま

っ

直す
ぐ

に
降ふ

る…

貝
澤
圭
子

繁し
げ

み
よ
り
ぐ
ん
と
延の

び
た
る
葛く

ず

の
蔓つ

る

傍ぼ
う

若じ
ゃ
く

無ぶ

人じ
ん

に
あ
た
り
占せ

ん

拠き
ょ

す…

関
谷
郁
子

初し
ょ

任に
ん

給き
ゅ
う

の
子こ

か
ら
貰も

ら

ひい

し
小こ

遣づ
か

ひい

を

使つ
か

へえ

ぬ
ま
ま
に
十じ

ゅ
う

年ね
ん

の
過す

ぐ…

恩
田
久
美
子

た
だ
一ひ

と

つ
熟じ

ゅ
く

す
無い

ち

花じ

果く

鳥と
り

よ
り
も

先さ
き

に
採と

り
た
る
を
夫つ

ま

と
分わ

か

ち
ぬ…

丸
山
直
子

問と

ひい

か
け
に
し
ば
し
黙も

だ

し
て
君き

み

は
応こ

た

ふう

澄す

め
る
言こ

と

葉ば

に
吾わ

れ

の
救す

く

はわ

る…

小
野
寺
恒
代

残ざ
ん

雪せ
つ

の
い
ま
だ
残の

こ

れ
る
校こ

う

庭て
い

に

季き

節せ
つ

め
ぐ
り
て
桜さ

く
ら

満み

ち
咲さ

く…

高
橋
春
枝

岩
す
げ
俳
句
会
（
五
月
）

花は
な

冷び

え
や
軽け

い

ト
ラ
並な

ら

ぶ
道み

ち

普ぶ

請し
ん…

壽　

子

耕た
が
や

せ
ば
妻つ

ま

は
来こ

ぬ
の
に
鴉か

ら
す

来く

る…

渡　

舟

空く
う

気き

入い

れ
タ
イ
ヤ
の
固か

た

し
春は

る

の
雲く

も…

房　

良

春は
る

炬ご

燵た
つ

出で

入い

り
す
る
猫ね

こ

十じ
ゅ
う

五ご

年ね
ん…

守　

人

こ
け
し
に
も
故ふ

る

郷さ
と

の
あ
り
石つ

蕗わ

の
花は

な…

れ
い
子

春は
る

日ひ

傘が
さ

と
き
に
傾か

た
む

け
空そ

ら

仰あ
ふ

ぐ…

妙　

春は
る

深ふ
か

し
埒ら

ち

な
き
夢ゆ

め

見み

る
日ひ

の
続つ

づ

き…

芳　

司

春し
ゅ
ん

雷ら
い

に
首く

び

を
か
し
げ
る
小こ

犬い
ぬ

か
な…

美　

恵

美う
つ
く

し
き
形か

た
ち

求も
と

め
て
ち
ま
き
結ゆ

ふ…

緑　

新し
ん

緑り
ょ
く

や
水み

ず

の
か
さ
ま
し
激は

げ

し
さ
よ…

フ
ミ
子

春は
る

帽ぼ
う

子し

選え
ら

ぶ
手て

か
が
み
大お

お

鏡か
が
み…

千
年
雄

残ざ
ん

雪せ
つ

の
中な

か

に
芽め

吹ぶ

け
る
橅ぶ

な

林ば
や
し

日ひ

毎ご
と

緑み
ど
り

の
色い

ろ

増ま

し
ゆ
け
り…

内
山
キ
ク

蟷か
ま

螂き
り

の
巣す

の
高た

か

さ
見み

て
の
其そ

の
冬ふ

ゆ

の

積せ
き

雪せ
つ

予よ

想そ
う

は
今い

ま

も
続つ

づ

け
り…

麻
績
初
恵

夫め

婦お
と

と
な
り
て
六ろ

く

十じ
ゅ
う

年ね

目ん

の
こ
の
年と

し

に

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
猛も

う

威い

を
振ふ

る

ふう

（
令
和
二
年
）

…

滝
沢
勝
枝

土つ
ち

に
ま
だ
氷こ

お
り

が
張は

り
し
ポ
ッ
ト
の
中な

か

雪ゆ
き

割わ
り

草そ
う

が
開ひ

ら

き
始は

じ

め
る…

風
巻
京
子

仄ほ
の

か
な
る
中ち

ゅ
う

間か
ん

色し
ょ
く

の
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

亡な

き
友と

も

好こ
の

む
を
花は

な

屋や

に
見み

て
過す

ぐ…

鈴
木
綾
子

真し
ん

剣け
ん

に
見み

つ
め
る
妻つ

ま

の
ま
な
ざ
し
を

受う

け
と
め
ふ
た
た
び
眠ね

む

り
に
落お

ち
ゆ
く…

萩
原
光
之

長
生
学
園

琴こ
と

見み

れ
ば
唯た

だ

々た
だ

淋さ
び

し
さ
若わ

か

き
日ひ

の

夢む

中ち
ゅ
う

で
弾ひ

き
し
日ひ

び々

は
戻も

ど

ら
ず
（
大
正
琴
を
止
め
て
）

…

中
村
武
子

孫ま
ご

送お
く

る
朝あ

さ

の
国こ

く

道ど
う

十
九
度ど

涼す
ず

し
き
内う

ち

に
草く

さ

刈か

り
を
せ
む…
島
田
眞
之
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中
性
脂
肪
は
食
後
30
分
く
ら
い
か
ら
上
昇

し
始
め
、４
～
６
時
間
後
に
最
も
高
く
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
だ
場
合
は
12

時
間
後
に
中
性
脂
肪
合
成
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。

　

健
康
な
人
で
も
脂
肪
分
の
多
い
食
事
を
と

れ
ば
、血
液
中
の
中
性
脂
肪
は
あ
る
程
度
増

え
ま
す
が
、そ
の
増
え
方
が
著
し
く
、時
間
が

経
過
し
て
も
十
分
に
下
が
り
き
れ
な
い
状
態

を「
食
後
高
脂
血
症
」と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
が
あ
る
と
動
脈
硬
化
が

起
き
や
す
く
、食
後
の
中
性
脂
肪
の
値
が
高

い
ほ
ど
、狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
や
糖
尿
病
の
人
に
起
こ
り
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。食
べ
過
ぎ
に
気
を
付
け
た
り
、

運
動
習
慣
を
持
つ
等
の
生
活
習
慣
を
改
善
し
、

メ
タ
ボ
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

津
南
病
院
で
は
、令
和
３
年
４
月
か
ら「
糖

尿
病
・
生
活
習
慣
病
内
科
」外
来
を
開
設
し
ま

し
た
。健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
等
で
指
摘
さ
れ

た
か
た
は
受
診
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

＜実施された行事＞
〔5月〕
	 18日	 全員協議会
	 28日	 津南地域衛生施設組合臨時
	 	 議会（議長、組合議会議員）
〔6月〕
	 3日	 一般質問〆切日（午後３時）
	 8日	 議会運営委員会
	 8日	 全員協議会
	 11日	 県町村議会議長会令和３年度
	 	 第１回臨時総会（議長）
	16日～18日	 令和３年第２回定例会

＜今後予定されている行事＞
〔6月〕
	 22日	 民生児童委員との懇談会
	 	（総文福祉常任委員会）
〔7月〕
	 6日	 議会運営委員会
	 6日	 全員協議会
	 15日	 全議員研修会（前期）

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

…6700日…中村チエ子（堂平）
…5700日…髙橋美佐子（見玉）
…4100日…鈴木カヨ（船山新田）
…3800日…和久井かつこ（大割野）
…2300日…板場喜恵子（辰ノ口）
…2000日…福原幸子（外丸）
…1700日…涌井直治（段野団地）
…1000日…福原嘉定（外丸）
… 100日…南雲美佐（正面）

主な運動：トレッキング、水中運動、ゲートボール、健骨
体操、ストレッチ、ウォーキング他

病
院
歳
時
記

　

就
職
・
退
職
に
よ
り
厚
生
年
金
へ

加
入
・
脱
退
し
た
り
、
配
偶
者
の
扶

養
に
認
定
、
ま
た
は
認
定
を
抹
消
さ

れ
た
と
き
は
、
年
金
の
切
替
え
手
続

き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
だ
と
、
年

金
の
加
入
履
歴
の
漏
れ
落
ち
や
、
保

険
料
の
二
重
払
い
な
ど
が
起
こ
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
の
際
は
、
お
勤
め
先
か

ら
発
行
さ
れ
る
資
格
取
得
・
喪
失

の
証
明
書
を
お
持
ち
の
う
え
、
税

務
町
民
課
町
民
班
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

食
後
に
中
性
脂
肪
値
が
急
増
す
る

　
　
　
　
　

  

「
食
後
高
脂
血
症
」

　
　
　
町
立
津
南
病
院
　
総
看
護
師
長

　
風
巻
　
真
理
子

　

日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事

務
所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求

手
続
き
に
つ
い
て
、
「
事
前
予
約
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
約
が
な
い
場

合
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
っ
た
り
、

後
日
の
相
談
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

・
予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前
か

ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

・
お
申
し
込
み
の
際
は
、
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳

や
年
金
証
書
な
ど
）
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

　

ご
予
約
の
方
法
は
、
全
国
共
通
の

予
約
専
用
受
付
電
話
「
０
５
７
０
‐

０
５
‐
４
８
９
０
」
ま
た
は
お
近
く

の
年
金
事
務
所
へ
電
話
・
来
訪
時
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
８
９
０

　

（
予
約
専
用
）

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
の
切
替
え
手
続
き
を

し
て
い
ま
す
か
？

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー

年
金
事
務
所
で
の

相
談
・
お
手
続
き
の
際
は

　
　
　
　
　
ご
予
約
を
。
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戸 籍 の 窓 〇夏季企画展
　「村上原野　“縄文の響”展
　－若き縄文アーティストの鬼才が遺した仕事と夢－」
　会　期／ 7月17日㈯～ 8月22日㈰

入場料／無料
　縄文文化からインスピレーションを

受け、土器と同様に野焼きで焼き上げ

た村上原野氏の縄文アート展です。

〇和紙のうちわ
　日　時／ 7月3日㈯　10：00 ～ 11：30

　体験料／ 700円

　対　象／小学1年生～大人
　竹のうちわ骨に和紙を貼り、模様を付けます。

〇子どものための樹皮細工
　～クルミの樹皮のストラップ～
　日　時／ 7月18日㈰　13：30 ～ 15：00
　体験料／ 500円
　対　象／ 10才以上
　クルミの樹皮を編んでストラップをつくります。

〇竪穴住居茅葺体験
　日　時／ 6月中旬～ 7月下旬の平日
　　　　　 ※事前にお問合せ下さい。
　体験料／無料

　対　象／小学5年生～大人
　縄文ムラの竪穴住居の屋根の葺き替えは、1 棟

で 3 ヶ月近くにわたる大仕事。

　作業を手伝いながら基本を学びます。

『渦巻く翅のヴィーナス』

※ 7 月 20 日以降の体験は、「なじょもん　がむしゃら塾」チラシでご確認ください。

7 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

3日㈯ 10:00～11:30 和紙のうちわ 700 低学年以上

4日㈰ 13:30～15:30 アンギン編み 初級編 1,000 中学年以上

10日㈯ 13:30～15:30 琥珀の勾玉づくり 1,200 10才以上

11日㈰ 9:00～10:00 身近な薬草 500 低学年以上

17日㈯

10:00～11:30 木のうちわ 800 10才以上

15:30～16:30 カラムシの刈り取り 無料 高学年以上

18日㈰

9:00～10:00 カラムシのおかき 500 高学年以上

13:30～15:00 子どものための樹皮細工 ～クルミの樹皮のストラップ～ 500 10才以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

クルミの樹皮のストラップ

和紙のうちわ

竪穴住居茅葺体験

半戸　梛
なぎ

豊
と

（朴木沢）… 篤志さん
… 早織さん

滝沢　華
か

弥
や

（赤沢）… 祥太さん
… 春香さん

小杉　　向
こう

（谷内）… 拓生さん
… 智実さん

桑原奈
な

々
な

瀬
せ

（貝坂）… 友幸さん
… 渓さん

小島　トクさん	 （90歳・芦ケ崎）

関沢　慶春さん	 （68歳・正面）

丸山　重松さん	 （92歳・割野）

村山ハルイさん	 （88歳・陣場下）

髙橋　　文さん	 （95歳・十二ノ木）

滝沢　ハツさん	 （94歳・谷内）

涌井　好一さん	 （73歳・赤沢）

福原　ケンさん	 （100歳・正面）

岩田キクエさん	 （108歳・十日町市中条）

大口　繁夫さん	 （95歳・芦ケ崎）

瀧澤　ヨミさん	 （94歳・結東）

津端　信治さん	 （99歳・外丸）

山本　幸作さん	 （84歳・正面）

藤木　正輝さん	 （79歳・岡）

江村キノエさん	 （100歳・大井平）

　
梅
雨
に
入
っ
た

よ
う
で
雨
の
予
報

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
湿
気
は
パ
ソ

コ
ン
や
カ
メ
ラ
な
ど
の
電
子
機
器
の

敵
な
の
で
あ
ん
ま
り
梅
雨
は
好
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
草
花
な
ど
雨
が

降
る
と
別
の
姿
を
見
せ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
写
真
を
撮
っ
て
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。	

村
山
拓
也

藤ノ木康平さん（反里口）
篠田　　楓さん　（反里口）｝

｝藤木　雄大さん（魚沼市中原）
大口みずほさん（割野）

｝大平　健弘さん（陣場下）
サセドア・アベロン，バネッサパールさん（フィリピン）



３４５
■人口9,157（−14）　男4,448（±０）　女4,709（−14）

■世帯数3,480（−５）　■転入／９　■転出／ 12　■出生／３　■死亡／ 14　■婚姻／３６月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

くらしの

防災 令和３年５月20日から

避
ひ

難
なん

指
し

示
じ

で必ず避難
避

ひ

難
なん

勧
かん

告
こく

は廃止されました！

警戒レベル４

※１　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令される情報ではありません。
※２　避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※３　警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に
　　　避難するタイミングです。

警戒レベル５は、
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。

警戒レベル５緊急安全確保の
発令を待ってはいけません！

避難勧告は廃止されました。
これからは、

警戒レベル４避難指示で
危険な場所から

全員避難しましょう。

避難に時間のかかる
高齢者や障害のある人は、
警戒レベル３高齢者等避難で

危険な場所から
避難しましょう。

警戒レベル 新たな避難情報等

５ 緊
きん

急
きゅう

安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

 ※１

〜警戒レベル４までに必ず避難！〜

４ 避
ひ

難
なん

指
し

示
じ

 ※２

３ 高
こう

齢
れい

者
しゃ

等
とう

避
ひ

難
なん

 ※３

２ 大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

１ 早期注意情報
（気象庁）

これまでの避難情報等

災害発生情報
（発生を確認したときに発令）

・避難指示（緊急）
・避難勧告

避難準備・
高齢者等避難開始

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

〈警戒レベル４〉 〈警戒レベル３〉〈警戒レベル５〉

今後
気象状況
悪化のおそれ

災害の
おそれあり

災害の
おそれ高い

災害発生
又は切迫

気象状況悪化
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　

　
コ
ロ
ナ
禍
で
短
縮
開
催
さ
れ
た
芦
ヶ
崎

小
学
校
の
運
動
会
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
迫
力

あ
る
龍
神
太
鼓
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。


